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１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報 告 

  （１） 第三次諏訪市環境基本計画（素案）パブリックコメント実施結果 

について 事前資料１－１、１－２ 

  （２） 諏訪都市計画道路３・４・２０号諏訪バイパス沖田大和線  

下諏訪都市計画道路３・４・６号高木東山田線  

環境影響評価準備書に対する市長意見案（環境課分）への意見について 

事前資料２－１、２－２ 

 

４ 審 議 

（１） 第三次諏訪市環境基本計画（案）について  

事前資料３－１、３－２、３－３ 

（２） 諏訪市環境と再生可能エネルギー発電等設備設置との調和に関する条例

の制定について 資料１ 
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第三次諏訪市環境基本計画（素案）パブリックコメント実施結果について 

 
１ 趣旨 

  諏訪市では環境の保全に関する各種施策を総合的かつ計画的に推進するため平成 24（2012）年に「第二次諏訪市環境基本計画」

を策定し、環境保全のための様々な取り組みを推進しているところであるが、環境保全とその施策を取り巻く状況が大きく変化して

きているものに対応しつつ、将来の世代に良好な環境を引き継いでいくため、今後の 10 年間の環境施策の方向性を示す「第三次諏

訪市環境基本計画」を策定するにあたり、第三次諏訪市環境基本計画（素案）に対する意見を募集するもの 

２ 募集期間 

  令和３年１１月１５日 ～令和３年１２月１０日 
３ 閲覧方法 

諏訪市役所環境課及び１階ロビー情報コーナー 
諏訪市ホームページ 
豊田公民館 
四賀公民館 
中洲公民館 
湖南公民館 

４ 意見件数 

  意見件数：23 件 意見者：3 人（提出方法：電子メール 3 人） 
５ 意見・提案等に対する市の考え方 （詳細は別紙（意見集約表）のとおりです） 

 
 
 
 
 

対応区分 対応方針 件数（件） 
A 計画案を修正・追加する。 5 
B 計画案は修正しないが、今後の取り組みにおいて参考にする。 11 
C 検討の結果、計画案には反映しない。 7 

合  計 23 

事前資料１－１



ページ 項目

1 28、29
Ⅰ　脱炭素社
会を実現しよう

マイカーや太陽光発電、「公共施設での断熱改修を検討し、
推進」についてですが、市内でどこまで普及しているのか、
市民には全容が全く見えてきていません。どこかでそれが
公開されているのでしょうか。

現在のところ、マイカーや太陽光発電及び公共施設の断熱改修
について公開されている情報はありませんが、今後、公共施設屋
根を活用した太陽光発電設備の導入や断熱改修を実施した場合
に公表できる情報を市ホームページや広報すわなどを通して公
開するよう検討してまいります。
なお、地中熱利用システムを導入しました一般住宅、事業者、公
共施設（市美術館）の再生可能エネルギー活用事例及び市内で
どれだけ地中熱を効率的に利用できるか地図上に示した地中熱
利用潜在量マップを市ホームページで公開しております。

B

2 43
2　温室効果ガ
ス排出量の現

状

諏訪市のCO2排出の内訳を見ると、運輸と同じくらい家庭か
らの排出が多いことを知り、とても驚きました。産業分野や
運輸には届かないと思っていたからです。市内では現在ど
のくらいCO2が排出されているのか、どの程度の普及率な
のか、発電量なのか、調査してもっと広く、随時、目に付く場
所に公表して周知して頂けたらと思います。

諏訪市では、国や県が公表している排出量推測値と各活動量
（家庭部門、運輸部門など）を用いて、環境省のマニュアルによる
按分法により諏訪市のCO2排出量を算定しています。ただし、国
や県の公表データが更新された年度で算定するため、3年ほど遅
れたデータの公表(現在は2017年度)となっています。そのデータ
については、市ホームページで公表しておりますが、広報すわな
どによる周知も今後行っていきたいと考えております。
また、地球温暖化対策の取組として、市役所ロビーでの啓発パネ
ルの展示や地球温暖化防止講演会、出前講座なども実施してお
ります。このような取組の周知方法についても改めて検討してま
いります。

A

3 28、29
Ⅰ　脱炭素社
会を実現しよう

普及しない原因の1つに、マイカーについては、ハイブリッド
車・EV車が高額、太陽光発電については、家屋が古く耐久
性がないため設置できない・高額で手が出ない、断熱改修
するだけの資金や技術が無いということが、一般的にある
かと思います。
ソーラーパネルの取り付けが難しい古い家屋の場合は、ど
のように自然エネルギーの供給に役立つことができます
か？低所得者層にもハイブリッド車・EV車などを普及させる
ために、（断熱改修も同じく）諏訪市では何か計画がありま
すか？

再生可能エネルギー設備の設置、断熱改修やハイブリッド車・EV
車の導入について、現在のところ諏訪市が行っている補助制度
は再生可能エネルギーの太陽熱と地中熱に限られております。し
かしながら、今後の環境情勢などを勘案し、補助制度などについ
て改めて検討してまいります。

B

4 28、29
Ⅰ　脱炭素社
会を実現しよう

公共交通機関の1日の本数が増えるなど、より使いやすく刷
新されないことには、諏訪市の家庭から排出されるCO2の
削減は難しいのではないかと思います。公共交通機関を
もっと路線や停車時刻を増やしたり乗換えを多く繋げる、路
線バスとタクシーの連携などを進めてみてはどうかと思いま
す。

諏訪市では、かりんちゃんバスの路線や便数の見直しを随時行っ
ており、他の公共交通機関への乗り継ぎ等にも配慮しておりま
す。今後も他の公共交通機関と連携を図りながら利便性向上を
検討してまいります。

B

5 28、29
Ⅰ　脱炭素社
会を実現しよう

エコカー補助が出る期間もあったかと思いますが、今後も継
続してそちらの補助制度や調査・提案を継続、広報して進め
ていかないと普及しないのではないでしょうか。温暖化は
待ってはくれないことは承知して居りますが、蓄電池の補助
制度はその次ではという気もします。

クリーンエネルギー自動車（CEV）の購入に際しては、国からの補
助金制度があります。また、自治体独自で補助制度のある市町
村もありますが諏訪市では実施してはおりません。諏訪市としまし
ては、国などが実施している補助制度に関して、市民に対する広
報を進めていきたいと考えております。

B

        第三次諏訪市環境基本計画（素案）パブリックコメントにおけるご意見と市の考え方

整理番号 意見の概要 市の考え方
計画（素案）の該当箇所

対応区分

1

事前資料１－２



6
33～35、37

43～45

方針5　本来の
霧ヶ峰へ再生し

よう
2　温室効果ガ
ス排出量の現

状

霧ヶ峰は諏訪市の貴重な環境、資源でもあり、今後も観光
による盛り上がりには必要不可欠な地域でもあります。私は
以前、第二次大戦直後から入植された霧ヶ峰開拓のご苦労
の話を読んだことがありました。ですのでそのご苦労を思う
と心苦しく思う所もあり、草原維持に反対する立場では決し
てないのですが、現在の気候危機に於いては、多少、霧ヶ
峰の森林化が必要と考える面もあります。理由は明らかで
すが、素案を見ると諏訪市のCO2排出量は第一次の目標
だった285千t-CO2を2020年でまだ31t-CO2あまり上回って
おり、諏訪の森林によるCO2吸収量がわずか12.2％であり、
2013年を基準年としてそこからまだ46%もの削減を実行しな
ければならないことを考えると地球温暖化の対策として森林
の面積や質が、今以上に必要だからです。
霧ヶ峰というのは元々が草原だったわけではなかったよう
で、戦後の昭和に霧ヶ峰開拓が進められ、畜産業を始める
方々が大変な苦労をされて築き上げられた草原だと、話を
読んだ時に初めて知りました。先人のご苦労ご尽力を無に
することは決して望みませんが、今後の時代、人手の面か
ら現代の地球温暖化による異常気象と、高齢化・人口の減
少傾向を考えると、草原の維持が難しいのではと想像され
ました。また、縄文の時代には、動植物の世界が広がり、人
間の生活はその中の部分部分で営まれていたことだろうと
思います。元々は野生動物の住処だった場所ですから、彼
らに住処を還すことも、生態系の維持回復を進めるために
も重要ではないかと思うからです。

霧ヶ峰については、諏訪市を代表する環境資源であるとともに、
大切な観光資源でもあります。霧ヶ峰の保全活動については、長
野県をはじめ、関係市町村や霧ヶ峰の土地所有者である牧野組
合を中心に様々な取り組みを実施しており、一般ボランティアにも
協力いただきながら、これまで草原維持を図ってまいりました。今
後も霧ヶ峰の保全については継続してまいります。しかしながら、
諏訪市内の森林の整備については高齢化などから手が入らず、
森林の生育が難しくなっている場所が増えてきているのが現状で
あり、そのような場所の整備については、諏訪市と林業団体が検
討を始めているところです。今後も森林整備や森林の質を回復し
ていく取組を推進してまいります。

B

2



7 33～35

方針5　本来の
霧ヶ峰へ再生し

よう

諏訪市では思わぬ問題、「大気環境は多くの項目で環境基
準を達成しているものの、光化学オキシダントは環境基準を
達成していない(素案P24）」という、汚染物質が未だ基準に
満たない状況であることを知り、大変驚きました。光化学オ
キシダントとはWikipediaによると「工場や自動車から排出さ
れる窒素酸化物の大部分を占める一酸化窒素は、大気中
で分子状酸素として反応して二酸化窒素となるが、この反
応は太陽光の照射下で非メタン炭化水素（NMHC）が存在す
ると著しく加速される。二酸化窒素は紫外線エネルギーの
吸収で一酸化窒素と原子状酸素に分解され、生成した原子
状酸素は酸素分子と結合して強力な酸化性物質であるオゾ
ンを生成する。また、原子状酸素は炭化水素と作用して遊
離基（ラジカル）を生成し、反応は連鎖的に進行する。これら
の反応によって、オゾン、ぺルオキシアシルナイトレート、ぺ
ルオキシベンゾイルナイトレートなどの酸化性物質といった
汚染物質（二次汚染物質）を生成する。この二次汚染物質
のほとんどがオゾンである。これら酸化性物質のうち二酸化
窒素を除いたものを「光化学オキシダント」と呼ぶ。」とあり、
霧ヶ峰の草原が広がれば人間にとっての“景観”は美しく訪
れたい素晴らしい場所ではありますが、訪れる人口の増
加、未だハイブリッド車やEV車などが普及仕切っていない
中、ガソリン車の台数を考慮すると、その対策としてむしろ
多少の森林化は、この諏訪市の質の高い大気の環境を維
持するのに有効だろうと思うからです。（諏訪市でも既に取り
組まれているかもしれませんが、『大気浄化植樹マニュアル
（2014年度改訂版）』が無償配布（PDFでダウンロード）され
ていました。）

諏訪市内の森林の整備については高齢化などから手が入らず、
森林の生育が難しくなっている場所が増えてきているのが現状で
あり、そのような場所の整備については、諏訪市と林業団体が検
討を始めているところです。今後も森林整備や森林の質を回復し
ていく取組を推進してまいります。

B

3



8 33～35
方針5　本来の
霧ヶ峰へ再生し

よう

森林については、メガソーラー事業が中止になった場所もあ
り、長野県内の黒姫には、C.W.ニコルさんが取り戻されたア
ファンの森がありますが、HPサイトで見ると、「放置され荒廃
した森を再生させること＝「森は人の手で豊かによみがえ
る」ことを実践・経済林としての生産性と森林の生態系回復
を両立させる試み・森を大きくし、より大きな生態系を再生す
るためのトラスト募金で、猛禽類のフクロウが無理なく繁殖
できる面積である50ヘクタールを当面の目標とする」等の
様々な取り組みがなされています。廃校となった城北小学
校にはかつて裏山があり、私達は山とアスレチックを通して
触れ合った想い出がありますが、そのような体験は今でも
強く心に残っています。例えば、廃校になった建物を“縄文
（諏訪）の水と森”の拠点にしてはどうかと想像したりもしま
す。
また、諏訪市には、上社はもちろん、貴重な大木・古木が多
く、それもまた町並みを素晴らしい景観にしています。ただ、
近年の温暖化の影響か樹齢の為なのか、または胴枯れ病
なのか、幹の皮が異常にめくれてしまっているものを目にし
ます。以前、前宮の社務所の前のケヤキがひどく枯れてい
るのを目にした時に、（『木の声がきこえる　樹木医の診療
日記』山野忠彦著/講談社/1989,8,30第2刷）の書籍を読み
ました。こちらにも地域の森や町の木々への愛情を持って
活動される方々がおられ、その思いに感動しました。町の
木々を見ると、そこに住む人の地域の動植物への愛が、外
からも見て取れると思います。諏訪でも木との触れ合い方を
よく知る樹木医が地域の人と共に活躍されると良いなと思
いました。

ご意見としてお受けいたします。
諏訪市森林整備計画に基づき、今後適切な森林整備に努めてま
いります。

C

9 33～35
方針5　本来の
霧ヶ峰へ再生し

よう

黒姫のアファンの森等に学ぶなど参考にし森林整備を進
め、木材として価値のある針葉樹ばかりでなく、野生動物と
人間の住み分けの為にも、動物たちの食べられる実になる
落葉樹を植林して（もとは針葉樹林ばかりではなかったので
は？）植物の生態系を取り戻すことで、その木々と動物たち
の生態を、市民や観光客が学ぶことのできる体験講座、動
植物の写真展、アート作品の展示、伝統技術や産業の展示
や体験などを観光の目玉に加えたり、または観光客にマイ
カーの乗り入れをある程度制限して刷新された地域のバス
路線を利用してもらい、EV車など環境に配慮した車での乗
り入れに対しては何か特典を付けて（商店の食堂などで食
事をすると割引があるなど）利用してもらう等で大気汚染の
低減を図る等、地域を知り、歴史を知り、雇用を生み、諏訪
市民の誇りとなる環境を取り戻す意味では、良いのではな
いかと思います。

ご意見としてお受けいたします。
諏訪市森林整備計画に基づき、今後適切な森林整備に努めてま
いります。

C

4



10 32、36

方針4　泳げる
諏訪湖を取り戻

そう
方針8　安心で
健康に暮らせる
まちをつくろう

諏訪市は温泉の街ですが、新しく家を建てられる市民も多
い中で、温泉利用権利が高額なためになかなか内湯に温
泉を引く人は居らず、今後もこの現代の経済の中では難し
いのではと想像されます。また、ほとんどの家庭で内湯を使
うと思うので、すわっこランドなど大きな施設なら利用人口も
あると思うのですが、区の共同浴場は利用者が減っていく
のではないかと、そうなるとせっかくの諏訪の恵みの温泉
が、市民に利用されていない現状が続く気がしています。
そこで、いつも共同浴場の前を通ると思う事なのですが、共
同浴場の外に温泉スタンドがあったら、内湯の家庭でも温
泉利用ができ、温泉の活用が進むのではないかと思いま
す。

温泉の活用方法については、担当課である水道局営業課を中心
に研究してまいります。

B

11 32、36

方針4　泳げる
諏訪湖を取り戻

そう
方針8　安心で
健康に暮らせる
まちをつくろう

温泉は療養にも活用されるだけの価値があるものだと思い
ます。病院内での利用を促進したり、一般の市民へも、観光
客へも、もっと詳しい温泉の効用・効能について、情報発信
をしたり、薬効を活かした商品開発、温泉を使った料理など
を開発したり等、市民も改めて知ることで、地域の良さをア
ピールできるのではないかと思います。

温泉についての効用・効能のPRや観光資源としての活用方法に
ついては、関係する水道局営業課や観光課を中心に研究してま
いります。

B

5



水源については保全を進めることが重要だと思うので、環
境保全（諏訪湖の課題は勿論ですが、山地についても水
源・生態系を守り）維持し、現在事業が進められようとしてい
る国道20号トンネルバイパス事業は廃案または縮小して変
更するのが（防災面でも、山には手を付けない、穴を開けな
いという最低限の環境破壊防止の意味でとても重要だと思
います）、国際的に見てもこれからの時代の方針だと思いま
す。一般的に見て、水を買うことに慣れ、水資源の価値を見
失っている日本の現代、さらに諏訪は自然豊かなだけに、
その有り難さと感謝の心を忘れてしまってはいないかと感じ
ます。例えば、同じ国内でも都市部や飲食業界等の需要で
日本各地の湧水地へ水を汲みに出たり、企業が販売用に
汲み上げることにより、その地域（県内では安曇野市）で混
乱が起こった事、また2014年（平成26年7月）には、国内の
水資源を守るための“水循環基本法”が成立し、「この法律
によって、水は「国民共有の貴重な財産」と位置付けられ
る」ようになった事も知りました。この法律の第3条第2項に
は「水が国民共有の貴重な財産であり、公共性の高いもの
であることに鑑み、水については、その適正な利用が行わ
れるとともに、全ての国民がその恵沢を将来にわたって享
受できることが確保されなければならない。」と定められまし
た。長野県諏訪地域では、水循環基本法に基づいて諏訪湖
創生ビジョンの計画があり、現在は諏訪湖がメインの計画で
すが、調べてみたら各県各市で様々な良い取り組みが行わ
れていることを知りました。計画にあるトンネルバイパス利
用の対象は、当然その交通網を利用する人で、地域の会社
に勤めたり勤務上移動する手段としての利用がおおよそか
と思います。他、観光や防災などの要素での利用があるの
だと思いますが、それはあくまでも、日常においては車を所
有し運転をする人たちに限ります。けれども水資源、特に湧
水（できたら温泉も）に関しては、災害時の水資源の確保は
勿論ですが、普段でも、周知すれば生活に困窮する家族で
も日常的に利用することができ、湧水の恩恵は広く公益性
があると言えます。また、今ある水場に生息する動植物や
自然環境に、病気の方々は精神的にも肉体的にも大きな癒
しを得ることができます。これは気持ちの問題ではなく、自
然豊かな環境の中に身を置くことで病気を回復させてきた
人たちは大勢いて、現在でも地方に転居される都会の方々
が増加しているのは事実です。何を求めて自然豊かな場所
を選ぶのか、人は既に気付いています。市民にとっても観
光客にとっても、また健康な人も病気を持っている人にとっ
ても、残っている自然をできるだけそのまま守ることが必要
だと思います。仮に経済を考えるのなら、道路ではない別の
事業、上下水道のインフラの修繕工事・水質保全、水資源
保護等の水事業・その人材育成・雇用に、例えばバイパス
工事事業に費やすだけの予算を充てる方が、これからの未
来、街が豊かになるだろうとも思います。市民の願いとして
は、こうした水循環基本計画があるのですから、諏訪市でも
是非、地域の自然を含めた水資源の恩恵と歴史と文化を守
るための条例や取り組みを検討して頂けたらと思います。

B

諏訪市では、水循環基本法や長野県豊かな水資源の保全に関
する条例に基づき、市内の水資源（地下水）の保全策を検討し、
令和元年6月に諏訪市自然環境保全条例を改正し、揚水井戸の
設置と使用についての対象範囲を市内全域に拡大し、規制内容
を変更しております。今後も水資源の保全に関して周知してまい
ります。
また、諏訪都市計画道路3・4・20号諏訪バイパス沖田大和線、下
諏訪都市計画道路3・4・6号高木東山田線については、環境影響
評価法に基づき、環境への影響について様々な調査を実施しな
がら環境影響評価の手続きにより事業計画を審査している状況
であります。

12 32、36

方針4　泳げる
諏訪湖を取り戻

そう
方針8　安心で
健康に暮らせる
まちをつくろう

6



13 39
Ⅳ　ごみを減ら
して循環型社
会を実現しよう

最近気になるのは、ゴミのポイ捨てです。諏訪市も、一時は
ポイ捨てのゴミが無くなって綺麗だった時代もありましたが、
再びあちこちで見かけるようになりました。一時期、河川敷
を歩いてゴミ拾いをしていましたがかなりの量で、1回のゴミ
拾いで、私が出す1週間分のゴミの量と同じくらいありまし
た。時には、掃除機やソファ、流木など大きいものが橋の下
に捨てられているのを見たこともありました。（持って帰れな
かったので、どうしたらよいか分からず、そのまま帰ってきて
しまいました。そういう場合はどうすれば良いか知りたいで
す）。

諏訪市では不法投棄パトロールを定期的に実施し、公道等に捨
てられているゴミの回収を行っております。また、区や個人の方か
らの要望に伴い、不法投棄禁止の看板を配布し、不法投棄に対
する抑止対策も行っているところです。不法投棄がされている場
所にもよりますが、公道や公共の場所における不法投棄につい
ては、諏訪市まで一報をいただければ現場確認を行い、管轄の
部署とも協議しながら回収をさせていただきます。まず不法投棄
物を発見しましたら諏訪市までご連絡をいただければと思いま
す。

C

14 39
Ⅳ　ごみを減ら
して循環型社
会を実現しよう

最近思い当たるのは、やはり国の生活習慣の違いの為だろ
うと思いますが、外国から来た研修生が住む周辺にポイ捨
てが増える傾向があるのを目の当たりにしています。タバ
コ・空缶・マスク・お菓子やアイスクリームなどの袋が多く、ゴ
ミが落ちるのは、自転車のカゴにゴミを入れてそのまま駐輪
し、風で飛ばされるケースが多い様子で、飛ばされても拾わ
ずそのままになってしまっています。言葉が分からないので
伝えられず気になったら拾いますが、他の国に行ったことが
ないので私の勝手な想像ですが、落ちているゴミをわざわざ
拾うという習慣がないのかもしれませんが、やはり綺麗にし
ている地区の道路にゴミが増えるのを見ると悲しくなります。
外国の方にも、日本の習慣を知ってもらって、地域を大切に
感じてきれいな環境に安心感を持ってもらえたらいいなと思
いました。外国から来られた方へのゴミ捨ての説明で、ゴミ
出しの際だけではなく、日々の行動の中でも、ゴミをポイ捨
てしないで持ち帰る、落としたら拾って持ち帰る、自転車の
カゴ等にゴミを放置しない等も含めて、アパートなど入居さ
れる時に説明したり、入社する際に説明したり等、より分か
りやすく親切に、そして地域との交流が生まれるように、地
域の人と外国から来た人同士でも助け合えるように伝えら
れたらいいなと思います。地域の住民にも、そういう場合ど
のように伝えたら良いか（国ごとの言語）などを、そして研修
生等が来られたら、市からのそのような周知、広報をして頂
けたらと思います。

諏訪市では、外国の方用のごみ収集カレンダーを英語・中国語・
ポルトガル語・タガログ語・ベトナム語の5種類を用意して、ゴミ出
しの理解を促しております。今後も外国の方々にごみ出しやポイ
捨て禁止について広く理解していただけるよう周知してまいりま
す。また、外国人雇用者や留学生を受け入れている企業や学校
などと連携しながら外国人に対するゴミ出しのマナーを徹底して
いくよう対応してまいります。

B

7



15 39
Ⅳ　ごみを減ら
して循環型社
会を実現しよう

ゴミのポイ捨ては、日本人も同じです。そこで、例えば市が
市民に対しゴミ袋補助でゴミ拾い１袋○○円、または○○ポ
イント等のアルバイト制度のようなものを作ってはどうだろう
と思います。対象は学生、障がいのある方や会社に出られ
ず引きこもっている方、シルバーの方、外国の方などです。
ゴミ拾いはあまりやりたい仕事ではないかもしれませんが、
「ありがとう」と言葉を掛けられれば誰もが嬉しく感じ、地域
をきれいにすることで社会・地域の方から喜ばれるという体
験は、家の外に一歩出るための力になり、よいきっかけにな
ると思います。そして、綺麗になった地域を自分で作ってい
る実感がわけば、社会の役に立っていると、自信にもなるか
もしれないと思うからです。少しの収入も、経済的にも精神
的にも助けになります。これからは、ゴミ拾いもボランティア
ではなく、環境保護産業として成立するのではないかと思い
ます。

昨年、学生が主体となり「清掃中」というゲーム感覚でのごみ拾い
イベントが湖畔で開催されたり、「ピリカ」というごみ拾いを楽しみ
ながら行うことができるソーシャルアプリが開発され、日本全国、
世界中で大勢の方が参加されるなど、近年は様々な側面からご
み拾いの活動が進んでいます。そうしたなかで、世界各国で問題
視されるゴミのポイ捨て問題を踏まえ、社会貢献活動の新たな手
法として、いただいた意見を参考にしながら検討してまいります。

C

16 39
Ⅳ　ごみを減ら
して循環型社
会を実現しよう

ゴミの削減についてですが、各家庭で生ゴミ処理機の導入
をしても良いのですが、諏訪市でエコフェスタの際に配られ
る堆肥や木削チップは田畑がまだ多い諏訪地域では、とて
も有り難いし自給自足の良い取り組みだと思うので、さざ波
の家のように、大勢で共有できる大きな堆肥場があれば、
可燃ゴミの削減になって良いのではないかと思いました。市
民が他のゴミと同じように生ゴミも分別し、回収したものを
ソーラー電力や温泉、地熱を使って堆肥を作り市民に還元
するのも、排出量の削減と自給自足の堆肥作りができ、ま
たそこに雇用が生まれて良いのではないでしょうか。

Ｈ28年に整備した「剪定木等リサイクル施設」では、市民から排出
された剪定木・枝をチップ化し、希望者に無料で配布しており大変
好評であるとともに燃やすごみ減量にも繋がっております。生ご
みは燃やすごみの中でもかなりの重量を占めており、燃やすごみ
削減のためには生ごみの堆肥化が重要なポイントになると考えま
す。各家庭での堆肥化の促進とともに、より大規模な取組ができ
るか、いただいた意見を参考にしながら検討してまいります。

C

17 40
Ⅴ　みんなで学
び行動しよう

この計画素案では、若い小中学生・高校生・大学生などは
学校にて、割合と環境に触れる機会に恵まれているのでは
ないかと思います。それよりもむしろ、社会を動かす直接的
な力を持っている大人へこそ、このような機会を広め、進め
ることが大切だと思います。何故なら、環境に対する認識が
それほど無いのが私を含む自然環境から離れて暮らす大
人の世代であることを実感しているからです。環境全体を学
ぶ機会がなかなか無く、当たり前に思っている環境は当たり
前にそこに在るわけではなく、守り、次の世代に受け継ぐべ
きものだと、他人事ではないという自覚が大切だと思ったか
らです。家族一緒に楽しく、またもう一度地域の恩恵を学び
直し、誇りを取り戻す機会に恵まれることを望んでいます。

これまでも実施しておりますが、多くの市民の方に環境に触れて
いただく機会として地球温暖化防止講演会や出前講座の実施な
どの取組について市ホームページや広報すわなどを通して広く周
知を図りながら学習の場を設けていきたいと考えております。ま
た、環境保全の取組等についてのボランティア募集や環境問題
に関する内容の周知についても引き続き広報してまいります。

B

8



18 35
方針７　生物多
様性を高めよう

山岳トンネルを含む開発、隣県のリニア問題でも南アルプス
の生態系が大変心配されていますが、そちらでも「標高
800m以上に生息するほ乳類、鳥類、は虫類、両生類、魚
類、貝類、昆虫類は既存文献の収集・整理・専門家への意
見聴取の結果、3085種が確認されて」おり「そのうちの約
10％にあたる296種が絶滅のおそれがある種で、ICUN(国際
自然保護連合）のレッドリストには、クロホオヒゲコウモリ、
ヤマネなどが「絶滅危惧種」として掲載」されています。「南
アルプスは、分布が限られている固有種や絶滅危惧種を含
む生物の多様性の保全にとって特に重要な生息地である」
と、南アルプス調査委員会は訴えています。日本各地でこ
のような実態があり、生態系の破壊が進んでいる中での今
回の更なるトンネルバイパス計画でも同様の懸念がありま
す。

諏訪都市計画道路3・4・20号諏訪バイパス沖田大和線、下諏訪
都市計画道路3・4・6号高木東山田線につきましは、環境影響評
価法に基づき、環境への影響について様々な調査を実施しなが
ら環境影響評価の手続きにより事業計画を審査している状況と
なっております。

C

19 35
方針７　生物多
様性を高めよう

私たちの諏訪もこのような危機が目の前に迫っていること
を、また地元の動植物たちと自分たちの繋がりを実感する
ためにも、若者だけでなく自然環境から離れた大人こそが、
機会を作って学ぶときかもしれません。先住民インディアン
（ホピ族は1993年に国連本部でホピ族の長老による歴史的
な演説を行っています）に今でも受け継がれている習慣のよ
うに、諏訪の地にも、文化が変遷してきたとはいえ縄文から
続く“御柱”の文化があります。下社の裏手から足長神社の
前へとトンネルバイパスが掘られると聞き、そしてコロナ禍
で催された上社の儀式後のクラスター発生を聞き、とても残
念に悲しく思いました。今年の前宮付近での土砂災害、遠く
南アルプスのリニアのトンネル工事の事故が、何か警鐘の
ように感じられるのは私だけでしょうか？この先住民の方々
の日常的に心の中で行われる儀式のように、また縄文の文
化儀式にも、きちんとした理由・根拠があって儀式形態があ
ると思うので、祭りなど、形だけではなく、本質的な面でも地
元の「御柱」という儀式や文化を大切にできたらいいと思い
ます。諏訪の文化が表面的な部分だけでなく本質の部分
が、私自身、そして市民や訪れる方々の心の中にも広がっ
ていくことを望んでいます。

ご意見としてお受けいたします。
生物多様性に関しては、若い世代だけではく、市民に広く周知し
ていけるような学習会の開催や市ホームページや広報すわなど
による周知方法を検討してまいります。

C

20 - 全体

この素案がもう少し詳細に具体的な行動計画が書かれた計
画書だと、より未来の諏訪市のイメージが湧きやすくて良い
と思いました。こうなったらという想像が湧いてキリがありま
せんが、気候危機が待っている厳しいこれからの未来、諏
訪市の重要な今後の計画によって、市民力を合わせて何と
かこの諏訪の地が守られますことを心から祈っています。

ご意見を踏まえて、具体的な行動計画の内容等を加えてまいりま
す。

A

9



21 26
２　５つの基本

目標

改定に込めた諏訪市の意思がわかりません。今のままでは
「時期が来たので改定します」といった部分が強調されてお
り（定期的な改定は必要ですが）、事務的な処理によって改
定内容を決めたという説明になっています。
誰が責任を持ってどのような意思決定を行なったのか、意
思決定の根拠は何かを明確に示してください。

計画の改定については、市民・事業者・中学生へのアンケート内
容の結果及び市民・事業者・行政の代表者から構成される諏訪
市環境推進会議での検討を重ねながら、諏訪市としての目標とし
て５つの項目を設定することとしました。意思決定の根拠につい
て、計画に示してまいります。

A

22 45 ４　削減目標

気候変動に対する方針を見直してください。削減目標だけ
が示されていますが、これも批判の多い国の目標に準じる
ものとなっています。長野県の方針に準じるもの、あるいは
それを上回るものにする必要があります。さらには、気候変
動は環境基本計画の冒頭できちんと諏訪市の意思を示す
べきものです。現在の改定案は、このタイミングで改定する
にはあまりにもレベルが低く、抜本的な見直しが必要と考え
ます。
このままでは改定時期が来たから改定しましたというアリバ
イ作りで終わります。

削減目標については、国の基準に準じておりますが、長野県の基
準にも照らし合わせ検討したうえで、より現実的な達成目標として
国の基準を素案では提示しておりますが、いただいたご意見を踏
まえ改めて削減目標について検討してまいります。
気候変動について、環境基本計画の冒頭で諏訪市の意志を示す
こととします。
頂いたご意見などを基に計画素案に関して今後も見直しを進めて
まいります。

A

23 45

対策を講じない
場合（現状すう
勢）の温室効果

ガス排出量

分かり易く作成されていると感じました。細かい所ですが、
45ページ記載の「部門別の温室効果ガス排出量の推移」グ
ラフと区分毎の色・配置を一致させた方が、より統一性・理
解力が深まるのではないかとも思います。ご検討の程お願
いします。

グラフと区分毎の配色・配置については、改めて検討し、より見や
すい形とするよう修正してまいります。

A

対応区分
A
B
C

対応内容
環境基本計画素案を修正・追加する。

環境基本計画素案は修正しないが、今後の取り組みにおいて参考にする。

検討の結果、条例趣旨案には反映しない。
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諏訪都市計画道路 3・4・20 号諏訪バイパス沖田大和線 下諏訪都市計画道路

3・4・6号高木東山田線 環境影響評価準備書に対する市長意見案（環境課

分）への環境審議会委員意見 

 

項目 意見等 

【環境全般】 事業者見解全体で「実行可能な範囲内で環境保全措置を講じる」との

見解が 50 回登場する。これは事業者にとっての対応範囲を示してお

り、環境にとって必要な対応ではない。「環境への影響を回避できると

ころまで必ず環境保全措置を講じる」という見解を示さない限り、バイパ

ス建設は認められない。 

 

【環境全般】 概念的な見解が多すぎる。これでは住民からの意見や懸念に応えるも

のとはなっていない。どのような影響が想定され、その回避にどれだけ

の対策や費用が必要かを定量的に示し、その根拠を提示することなく

しては影響回避への見解とは言えない。 

現在の見解は「〇〇を懸念する」という指摘に対し「〇〇の懸念がない

ようにします」と言っているものが多く、具体的に何をやることでその懸

念が排除できるのかを示していない。 

定量的、具体的で根拠のある見解を提出し直す必要がある。 

 

【環境全般】 2014 年の意見聴取

（https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000645638.pdf）で全

体の約 8 割がバイパスの必要性を認識していたとしているが、例えば

回答者の年代が高年齢層に偏っていること、男性に偏っていることな

ど、回答母体の取り方があまりに偏りすぎている。このバイパスは完成ま

でに 20 年以上かかることを考えれば、若年層の意見こそ重視すべきで

ある。しかも調査は諏訪バイパス建設を前提とした問いかけになってい

る。諏訪バイパス建設にどれだけの期間と費用がかかるのか、その間、

国道 20 号の右折車両による渋滞や、狭い歩道は放置するのか、とい

ったメリット、デメリットなどもすべて見せたうえで調査して、初めて住民

の意見聴取といえる。この調査結果は住民意見を代表するものになっ

ていないのは明らかであり、これをもって住民が諏訪バイパスを望んで

いるとするのは欺瞞行為である。 

住民意向調査のやり直しが必要と考える。 

 

事前資料２－１
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【温室効果ガス】 諏訪バイパス計画は、長野県が進めるゼロカーボン戦略に反する計画

である。ゼロカーボン戦略では、運輸部門における消費エネルギーを

2050 年には 90%削減（2016 年比）としている。これは車の走行距離を劇

的に減らさなければ達成できない。仮に諏訪バイパスを建設したとすれ

ば完成時期は 2050 年と重なる。すなわち諏訪バイパス建設は県のゼ

ロカーボン戦略とは相容れない計画であることは明らかである。 

諏訪バイパスがなくてもすでに社会は成立しているが、気候変動が深

刻化すると社会の存在そのものが脅かされる。絶対的に優先するべき

はゼロカーボン戦略である。 

 

【水象（地下水）】 諏訪市で保有しているデータも活用し、工事の影響評価をして欲

しい。水道局と南沢水源の水質調査を行ったものや、水源に関する

ものもある。 

 

【地形・地質】 国土地理院が公開しているように、諏訪湖の北岸には活断層があ

る。ルートの選定にあたっては、充分な調査を行うとともに、慎重

に工事を行い、想定を上回るような事案が生じないようにしてほ

しい。 

 

【地盤対策】 四賀地区は諏訪の中でも特に軟弱地盤である。高架になると思う

が、振動も出やすいし、地盤沈下すると水がたまりやすいのでよろ

しくお願いしたい。諏訪辰野線の武津橋は土盛で下がり続けてい

て、今でも補修をしている。 

 

【計画全般】 アクセス道路も高架になると思うので同様に計画を綿密にたてる

ようお願いしたい。 

【水象（地下水）】 今回の計画では、トンネル工事が多い。水源、井戸、湧水、温泉へ

の懸念がある。特に角間川を中心とした霧ヶ峰伏流水に井戸を持

つ地域、千ヶ溝、千本木川などの標高低差がある川、下諏訪地区の

温泉の源湯を持つ地域には事前調査をしっかりし、内容、結果を随

時公表して地域住民への情報開示をお願いしたい。 

【その他】 計画の環境評価以外に、すでに諏訪インターチェンジからサンリ

ッツ道路、湖周道路（湖岸通り）並びに国道 20 号線は慢性的な渋

滞エリアである。また、今年度 8月 13 日～15 日の豪雨災害に際し

ては諏訪市全体が陸の孤島化した。 

今計画の速やかな調査、公表、情報開示、事業の着工を考える。 
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【環境全般】 

【水象・地下水】 

調査後の開示は必要。 

専門家の調査は必要。 

【全般】 未知の部分がたくさんあると思うが、何十年とバイパス推進を計

ってきたことを無にしてはいけない。どこかで線引きをして実施

できればと考える。 

 

【水象（地下水）】 《３番目の・の最終行》 

「詳細な調査を実施していただくよう検討されたい。」 

とあるが、検討を要望する相手は誰なのか？文章的に不適切と考

える。 

「詳細な調査を実施するよう検討されたい。」 

で良いのではないか。 
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諏訪都市計画道路 ３・４・２０号諏訪バイパス沖田大和線 

下諏訪都市計画道路 ３・４・６号高木東山田線 

環境影響評価準備書に対する市長意見（環境課分） 

 

意見内容 

【環境全般】 

・事後調査結果により、事前に予測し得ない環境への著しい影響が見られた場合は、事業者

が関係機関と協議し、専門家の意見及び指導を得ながら、必要に応じて適切な措置を講じ

るとのことであるが、そのような事態にならないためにも事前調査を十分に実施しておく

必要があると考える。 

・地域住民等の不安や疑問を払拭できるよう調査結果の開示が必要であると考える。 

・本事業が実施された場合、長野県が進めるゼロカーボンに寄与することができるものなの

か。現在の渋滞緩和などによる CO₂排出量が削減できることも考えられるが、全体を通して

現状よりもゼロカーボン達成に向けた施策として有効な計画であるのか示されたい。 

 

【水象（地下水）】 

・掘削により、水源や井戸、湧水や温泉への影響が懸念されるため、事業の実施にあたって

は水象に関する十分な調査を実施されたい。また、調査結果（事後調査）によって水象へ

の影響が想定される場合には、計画の見直しを含めた検討を行い、事業による水象への影

響がないよう配慮されたい。 

・水源等への影響は一度起こったら元に戻すことは難しい。本件については、環境影響評価

技術委員会で審議しているところであるが、事業実施前に有識者等を交えて計画内容（事

後調査）について十分精査されたい。 

・「観測修正法による最適な工法の採用」の内容をより詳細なものにするため、詳細な工事設

計策定後、関係機関及び専門家等の意見及び指導を得ながら、ボーリング調査、各種物理

探査や検層、その他各種調査により、実施区域及びその周辺の地下水と湧水の関係を明ら

かにして、環境影響評価法に基づく事後調査の調査期間を工事前、工事中及び完成後とす

るとのことだが、地下水及び湧水については予測し得ない著しい影響がないよう詳細な調

査を実施するよう検討されたい。 

・計画地周辺の水質調査に関しては、諏訪市が過去に行った調査データもあることから、環

境影響評価の資料として活用されたい。 

 

【地形及び地質】 

・地球温暖化の影響により、諏訪地域においても水害や土砂災害が発生している。また、諏

訪市内では地盤が軟弱なため、地盤沈下の影響も起こっている。本計画による掘削等で地

盤などに影響が出ることが想定される。一度土地の形質変更を行ってしまえば元に戻すこ

とはできないため、計画を進めていくには慎重な事業着手と災害対策及び地盤対策を講じ

ていくことが必要であると考える。 
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・計画地における断層帯、土砂災害特別警戒区域については具体的な対応策が示されている

が、近年は想定を上回るような災害の発生が各地で起こっているため、そのような現状も

踏まえたうえで、今後の状況なども勘案して十分な対応策を改めて検討されたい。 

・ルートの選定にあたっては、十分な調査を行うとともに、想定を上回るような事案の発生

が生じないよう対応されたい。 

 

【生態系】 

・地域を特徴づける生態系の注目種・群集の生息・生活環境をできる限り回避した計画とし、

生態系への影響に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っているとのことだが、多くの種の

生態系への影響予測では、工事の実施による影響と道路の存在による影響により、生息基

盤の消失・縮小、生息環境の質的変化、移動経路の分断も予測されている。土地の改変は

最小限に抑えられ、周辺には同様の環境が広く分布するとの見解であるが、多くの生態系

への影響が想定されるため、計画を進めていくうえで、保全対策について改めて検討され

たい。 

 

 



生物多様性に関する環境推進会議委員からの意見 

 

【行政の取組】 

・環境教育の拡充 

・特定外来種他、環境の側面を周知 

・外来種の駆除作業を各団体に協力してもらうよう呼びかけ 

・近年農林業従事者の高齢化などで耕作放棄地の増加、ニホンジカなどの有害鳥獣の増

加による山間地（霧ヶ峰高原）の荒廃、地球温暖化や廃棄物の不法投棄など様々な環

境問題が顕在化している。これらの現状を踏まえ、諏訪市の自然環境や生物多様性の

状況を市が発信していくことが必要 

・生物多様性に関するアンケート調査を実施し、広く市民に馴染みがない「生物多様性」

について理解を深めることが大切と考える。またアンケートの集計結果を基にしたワ

ークショップを開催（概念に関する専門家の活動）し、そのための施策実現に向けた

事業の推進していくことが必要 

・市民への広報啓発を充実 

・市民の環境リテラシー（理解・解釈）向上につながる取組（自然環境に関する積極的

な教育体験の場の提供など）が必要 

・耕作放棄地の活用の推進 

・外来種による環境破壊の情報発信及び教育の実施 

・山林管理地区組織への補助による維持管理の確保 

・個人山林所有者への管理費補助 

・昔は街の中の小川には、いろんな魚や虫がいた。街の環境をぜひ考えてほしい 

・農業従事者・市民の農作物への殺虫剤、除草剤の化学物質が生物に与える影響が心配

である。使用制限も検討が必要 

・里山整備でカラマツの利用拡大を促進 

 

【市民の取組】 

・外来種の駆除作業を各団体に協力してもらうよう呼びかけ 

・耕作放棄地の活用の推進 

・地域の環境整備の推進（花壇整備等の緑化） 

・急速な少子高齢化による人口減少で里山の手入れができず、イノシシ、シカが増加し、

農作物への被害も増加している。人間のエゴイズムで害獣と呼ばれ、数を減らさなく

てはいけない。ジビエ料理として食され感謝しなくてはいけない 

 

【事業者の取組】 

・地域の環境整備の推進（花壇整備等の緑化） 

・里山整備でカラマツの利用拡大を促進、木製品の見直し 

事前資料３－１



気候変動に関する環境推進会議委員からのご意見 

 

【行政の取組】 

・長期優良住宅設置の推進（長期優良住宅認定制度）PR 活動 

・公用車の電動化又はハイブリッド車への変更 

・様々な交通アイテムの活用(電動自転車他) 

・太陽光発電システムによる屋根貸の推進 

・温泉熱利用の推進と啓発 

・緑のカーテンの推進と広報での周知 

・様々な内容について広報・啓発の充実を図る 

・自然災害リスクの低減を目指したハザードマップの適正維持管理と市民への浸透 

・様々な団体との協同によるごみの減量化の推進 

・市内一斉清掃における側溝清掃の実施(ボランティア団体との協同の強化) 

・健康増進と地域学習等と連携した取組 

・原種の保全と確保 

・温暖化対策として、電気自動車、太陽光発電の使用を推進 

・地球温暖化への危機感を諏訪市から発信することで、市民も危機感を持つ 

・自然災害のインフラ整備の必要性を PRし、災害に強い街にする（台風、地震等） 

・バスの活用、市民からの意見を反映 

 

【市民の取組】 

・家庭系エネルギー消費量の抑制 

・様々な交通アイテムの活用(電動自転車他) 

・様々な団体との協同によるごみの減量化の推進 

・温暖化対策として、電気自動車、太陽光発電の使用を推進 

・バスの活用、市民からの意見を反映 

・サイクリングロードの活用 

 

【事業者の取組】 

・様々な交通アイテムの活用(電動自転車他) 

・太陽光発電システムによる屋根貸の推進 

・様々な団体との協同によるごみの減量化の推進 

・市内一斉清掃における側溝清掃の実施(ボランティア団体との協同の強化) 

・健康増進と地域学習等と連携した取組 

・温暖化対策として、電気自動車、太陽光発電の使用を推進 

・環境問題に取り組む事業所であることを PR 

・社有車で乗り合いによる通勤（通勤車両を減らす） 
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